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　　　　　 　　　　　　　　 　微生物は友達 ［

asいしい食べ 物をつ くり、植物 を助け、水や土 をきれい 「こして、ごみを宝に す

　　　　　 　　　　　　　　 　 る 微生物 たちい
　 M 「crobes 　as　human 　associates 　which 　make 　delic「Dus 　foods．　enhaRce 　plant
　 　 　 g「ovvth 、　clarify　water 　Hnd 　50il　and 　make 　raw 　garbage 「nto 　troasure
　　　　　 　　　　　　　　 　　 染谷 　孝

　　　　　 　　　　　　　　 　佐賀大 ・農学郡

　微生 物 の多 く は目に は見 えないが、彼らの 中「こは、発酵食品はもろうんのこ と．植物

の発育 促 進．水や 土壌 の浄 化、生 ごみを 畦肥 やメ タ ンガスな どの資源に 変える働きを持

つもの も あ り、人 間に こ っ て心 強い 反達のような存在だ。その
一
端を紹介したい。

1．顕 微 鏡で 見 る微生物

　　環 境 中 に住 んで いる微 生物の 中 には，植物や動物の 病

原菌 もい るが、大鄙 分は非 病 原性で 、自黙 生態系の
一員と

して働 い て いる ．こ れらの 戯 生物 を研 究す る 手法の
一

つ 「こ

蛍光顕 微 鏡が あ る。これで 見 る微生 物 は，ま るで夜 空に 輝

く星 のよ うで 、とても きれ いだ （図 1）。
2．植物を助ける微生 物

土壌の 中「こは、植物 と助 げ含 っ て暮 ら して い る微 生物がた

くさんいる。こ れを 「共生」 と言う。戦争ばか りしてい る

人間は彼らを見書わないと いけ ない な．
（1）根粒菌

　マ メ科植物の 根に は根粒と呼「まれるツブ ツ ブが 青いて い

て、その 中に根粒菌とい う細菌が共生してい るこ とは、知

　 国 1 ± 壌 中 の 撤 生 物

蛍 光 顕 徴 鎮 の 画 像 で 、多数

の 細 菌 が 観 察 さ れ る

っ ている人も多いだろう。ダイズ やマ メ科の野覃 （カ ラス ノ エ ン ドウほ ど）の根 を掘 っ

てみると観察で きる。根粒菌は空気中 の 窒素をア ンモ ニ アに 変え る 「窒 索固定 」 をお こ

ほい、アンモニ アを植物に与え、植物か らは 光合成産 物 （糖類）

をもらう．根粒菌は、地球上の 全窒素固定量 の 約半分を担 ⊃ て い

て、マ メ科植物だけでなく、
．
地球上の すぺ ての生き物に利益をも

たらしてい るとい える．新 しく聞墾されたゴニ地に 1まダイ ズ の 根粒

菌が住みつ いて い ない ので ．ダイズは育ちにくい。そこで、ダイ

ズ根粒函を大量培養して狸子 「こまぶすと、ダイズの発育が良くな

る。
（2 ）菌根菌

　植 物の根にか らみつ き 「菌根」 を作るカ ビやキノ コ の仲間があ

図 2　 ア カ マ ツ
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り （キノコも微主物 1）、「菌根菌」 と呼ばれて い る （図 2）．彼らは根か ら土壌中に菌

糸を 広 く延ばし、水 分やリン 酸を集めて 植物「こ渡す。この働きを利用 して 、無帝雨林の

再生 や．長崎雲 仙 晋賢 岳な ど火 山荒廃地の緑化 な どが進められて いる 。
3．環 境 を浄 化す る微 生物

　人 間が 作 り出 した汚 染物質 が、海や 土壌 騒ど の環 境汚 染を 引 き起こ して いる 。しか レ、
その よ うな汚 染物 質を 分解 レて くれ る微 主物がい る。微生 物を 使 っ て 環境 を 浄化 する 技

術を パ イオ レメデ ィ エ
ー

シ ョ ンとい うDこの とき、もとも と環 境に住 みつ い てい る微 生

物 （常在 菌 ）を元気 に させて 浄 化させ る方 漬 と、分解 菌を 大量 培養 して環 境 に放 出す る

方法 とが ある 。
石油 分解菌

　 1997ff 、日本 海沖 でナ ホ ト力号 とい う石 油タ ンカ
ーが座礁 し．多 くの原 油が海 に

流出 した ．その とき 、海岸 に漂 着 した 石 油を、石 油分 解菌 を用 いて 浄化す る 実験 がおこ

なわ れて 、成 功 レた 。この と き．石 油 分解菌 に と ⊃ て石油 は 「白 い ご飯」 （炭累原 ）な

ので 、お かず （窒素 、リン酸 、カ リ）を補 っ た ．こ れは 化学肥 料 と同 じ成 分な ので 、環

境に た くさん 散市すると、「富 栄養 化 」 とい う副作 用 をもた ら して しまうか も知れ な い、
その ため 、注 意深く おこな う必 要が あ る．
4．廃粟物を資源化する微生物

　ごみを堆肥に した り、ごみで 発電 した りする ときも．微生物は活躍 してい る。
（1）メタン生成菌

　生ごみを微生物にh 解させてメ タンガスを作り、それで刀スタ

ービン 回して発電するこ とがで きる．この とき．メタン 生成網菌

が活躍する．彼らの栄叢源は酢酸などの 有機酸や水素がスなので、
有機酸 生成薗や水素生成菌など他の微生物の 協力も必要だ、そう

這くない未来、k ごみを入 れたら走る自動車ができるかも ？

（2 ）堆肥化微生物

　生ごみや家畜糞は、捨てればゴミ となり環境を汚す爪 鬮 巴に

すれ ば立派 な肥 料 になる。だから 堆肥を作る微生物も、環境浄化

「こ
一1殳買 っ て いる と二いう ことが言える。
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おわ り に

　この よう に、いろ いろな 微生物 が人間の心強い友違として 活躍して いる。その なかに

は、「微生 物資 枷 と して売 られ て いる もの も多 数ある．しか し、現在の ところ 微生物

資材 に は公 的な 品質 基準 がな いた め、効果 の哩 しげほも の も少なく ない。「団子 に して

海 にま くと きれ いに なる」と いう もの もあ るが、そ の真慍 は科 学 的に判 断 する必 要 があ

る。そ して 何よ り．環境 を汚 さず ゴミ を出 さな い生 活ス タイル や 社会を作るこ とが先決

だ、微 生物 がきれ い 「こして くれ るか らとい っ て 環境 を汚 して は、本 末転 倒だ。

　　　　　　 　　　 微生物 の ハ ン ティ ン グ

　　　　　　 　Hunting　MiGroヒ＞es 　from 　Nature

　　　　　　 　　　　　　 福井　学

　　　　　　 　　 1匕海道大学 ・f匙｝品科学研究所

（http：〃www 」oWtem ．hokudai．ac．jp，tmicro −ecollM 「croEco1 ．htm ）

　ほぼ 40 憶年前に地球上に生命が誕生して以来．多種多様な微生物が進化してきまし

疋 D現 在 ，地球上 1こさまざまな環境があります、それぞれ の 環境条件に適応した 微生 物

が薛在するので すが、これらの微生物を培藁し、単離するための 方法と地球上で の役割

に つ いて こ紹倉 します。

　私たちの 手で培養できる微生物種は ．数干種 とも 言われ て いま す、未 だ「こ培養で きな

い で いる微生物の種は、10E 種と も、百 E 種とも 、干万種 とも推定されて います。こ

の こ とは、私たちの 知 らない 微生物が地球上に はた くさん氤在してい る ことを示 して い

ます．つ まり、未知 の微生物をハ ンテ ィ ングでき る可能 性が E くさん残され てい ます。
あなたも．新しい 微生物種を発見で きる チ ャ ンス です。さあ、野 外に 出かけよう 】そし

て、未知の 微生物ハ ンテ ィ ング ［

11生育場所へ のア プロ
ー
チとnegR

図 1典 型 的な 干 渦 の 泥 の 様 于

　さて ．松 山南 筒校の皆さん に と っ て は、身近な目黙

と 言え ぱ、瀬 戸内 海で し ょ う．犬潮 の 日、干潟に 出て

見ま しよう。
　 図 1 のよ う 1こ、干潟 の泥 の表面は赤茶けて いますが、
ス プーンで掘 り返すと真 っ 黒な泥が現れます。そして、
こ の 泥の 臭い を嗅いで 晃 よ う 1卵の 腐 っ た 臭いが し

ます。これは硫化水素の臭いで す。泥が黒色ほのは、
硫化水素と泥に含まれて いる跌とが 反応して硫化鉄

〔黒色）ができてい るためです。
　 なぜ、硫化水素が干潟の 泥か ら発生するの で し ょ う

か ？干潟は、有機物の 浄化機能があることが 知 られて

います．泥の 表面で活発な好気的な 有機物分 解が 生 じ

ると 、泥の 深い とこ ろは酸素の 無い 世界 が発 違 します。
こう した 場所で は 、海水 申の 硫酸 イ オンを 用 いて、有

機物を分解する微生窺が 活躍 します （微生物 学的 硫酸

をして みまし diう。

2 ）集積培護と単離

　良く洗 っ たジ ャ ムの瓶の半 hくらい まで泥を入

れ、残りを海水で 満た し．空気が入らない ように蓋

を しまし ょ う。光に当てないようにしほがら、室温

で 1週聞培爵してみ まし ょ うeそうすると、泥は真

っ 黒1こなり．蓋を開けると強い硫化水累集がしま祝

こ れは、硫酸塩還元細菌 （嫌気性菌）が麋積培養さ

れた結果です。こ の 培養液を寒天培地 1こ接種し、形

成された コ 日 こ 一を釣り上げるこ とに より．微生物

襁を単離する ことが で きます。
　一方、今度は ジ ャムの ふた を開けほが ら室温で培

養 してみましょ う．1週間後、泥 と海水 の境界で 、
臼 い モヤ モ ヤ のよ うなもの が 大発 生 します （図 2

下〕．こ れは、糸状性の 硫黄酸化継菌 （化学 無 機独

立栄養細菌）の
一
種で ベギア トア （図 2 上 ）で、

細 胞内の 元素 状硫 黄の顆 粒 を貯 め込 ん で いま す。
つ まり、微生物学的硫酸還元「こよ り発生 した 硫化

水 素を水 中の酸素 を利用 して酸 化する こ とに よ り、
エ ネル ギーを獲得している の です。炭素は光台成と同じよ うに．二酸化炭素を固 定する

傷軸幽  　　　　ことが で きます 。この 菌 は、．肉
　眼 でも 確認 で きる ため 、単 離せ

　ず に菌 の性 質 を調 べる こ とがで

　き ます ．しか し、肉眼 で確 認で

き ない 騒 不可 能 微生 物の 場 a

還元）．その 緒果、硫酸イオン が還元され て 硫化水素が発生 す るので す ．
　 こ の 泥と海水を学校の 理科室 「こ 持 ぢ帰 り、干 潟 の硫黄 の循 環 にかか わ る微生 物の 培賛

図 3 生態系 の 硫黄循環 と微生物 の 概 要

微 生物 が保有 して し、る 遺伝 子 を

ハ ンテ ィ ング して 調 べ る こ t が

現 在可 能で す。
　以上 の よう に、培養法と遺伝

子 法から 微生物 の ハ ンテ ィ ング、
そ して 、現 場の 調 査を合わ せ る

こ とに よ っ て、生態系の微生魎

の役割を解明する こと がで きる

ので す （図 3 ）。
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